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教育振興運動の全県共通課題の取組について 
 
 

 
                  

 
 

＜平成 20 年度岩手県学習定着度状況調査（質問紙調査結果）から＞ 
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Q1 家庭でしている勉強は、次のどれに近いことが多いですか

宿題だけ 予習・復習 自分で工夫 テスト対策

3.5 9.6 41.8 36.6 6.5 2.0

2.9 9.0 36.4 43.5 6.3 1.9

3.4 7.5 29.4 45.1 11.8 2.8

8.9 11.6 33.2 35.8 8.9 1.5
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Q２　（平日）学校の時間以外で、１日にどれくらい勉強しますか（塾等含む）

ほとんどしない 30分未満 30分以上1時間未満 1時間以上2時間未満 2時間以上３時間未満 ３時間以上

 

 

＜平成 20 年度岩手県学習定着度状況調査（質問紙調査結果）から＞ 
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Q3 学校の授業以外で、１日にどれくらい読書をしますか

ほとんどしない １０分未満 １０分以上３０分未満 ３０分以上１時間未満 １時間以上

 

岩手の子どもたちは今、傾向として、こんな課題も抱えています。 

【課題１】「家庭学習をもっと充実させる必要」がある  
            → 基礎・基本の定着のための「家庭学習の充実」へ 
 

【課題２】「読書習慣をさらに身につけていく必要」がある  
→ 豊かな心を育て、言語に関する能力の基礎を培う「読書活動の推進」へ 

 

＊「自分で工夫」 

…興味があることにつ

いて自分で調べたり確

かめたりする 

＊「テスト対策」 

…テストに備えた勉強 
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【参考】 

１日の中学生の携帯電話使用時間  

・３h 以上（20.3%） 

・２h 以上３h 未満（18.1%） 

・１h 以上２h 未満 (25.6%) 

・１h 未満（32.4％） 

＜Ｈ19 岩手県警調べ＞ 

家庭や地域との課題共有を深め、さらなる工夫や取組の推進が必要です。 

/  
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Q４　普段（平日）どれくらいの時間テレビやビデオ、DVDを見たりしていますか

３時間以上 ２時間～３時間 １時間～２時間 １時間未満 全く見ない

 
 
 
 

        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

学校教育においては、既に取り組んでいる学校も多くありますが、 
これからは、もっと徹底してこんなことにも取り組もうとしています。 

＊ 現在でも、各地域や学校の実状に応じて、さまざまな取組が進められています。 

「家庭学習の充実」に向けた学校の取組 
１ 授業改善に取り組むとともに、教員の授業力のさらなる向上を図ること 
２ 家庭学習に関する指導の取組に力を入れること 
 （家庭学習時間の確保／家庭学習の仕方の指導の徹底／家庭学習の内容の指導／課題の吟味等） 
３ まなびフェストを活用すること（家庭、地域とともに家庭学習の問題点と改善の方策を協議） 
４ キャリア教育などを通じ「学ぶ意義」の意識化を図ったり、「学ぶ意欲」の醸成、家庭学習の 

取組の活性化に積極的に取り組むこと 

「家庭学習の充実」に向けた県教育委員会（学校教育室）の学校支援 
１ 県全体・市町村の現状分析 
 ・諸調査結果を分析し、指導の在り方について市町村及び全小中学校の指導改善を支援 
 ・市町村指導主事を中心に諸調査結果の分析を踏まえ、地域の課題解決に向けて取組を推進 
２ 生徒用学習教材の提供 
 ・県立総合教育センターと連携し、生徒用学習教材を開発・提供（Ｇアップシート） 
 ・中学校学習教材を Web 上へ掲載し、生徒が自主的に活用できるシステムを構築 
  （「いわてっこ G アップシート・G ベース学習サイト」 http://www1.iwate-school.jp/common/） 

「読書活動の推進」に向けた学校の取組 
１ 読書指導の充実 
  読書に親しむ態度や読書習慣を育成し、豊かな心をはぐくむため、朝読書の実施や読み聞かせ 

など、発達段階に応じた読書指導を推進 
２ 読書環境の整備・充実 
 ・魅力的な図書整備や充実、快適な読書スペースや配架等の環境整備 
 ・保護者や地域住民等によるボランティアとしての活躍、公共図書館との連携協力  

【課題３】「家庭での過ごし方について見直す必要」がある  
… テレビ等の視聴時間の長さは、小６・中３とも全国平均より長い※  

＜平成 20 年度全国学力・学習状況調査結果から＞ 
※全国平均（グラフ同様左から）【小 6】46.1・23.7・19.2・9.6・1.4% 【中 3】39.6・27.2・21.9・9.8・1.3% 
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一方、本県独自の「教育振興運動」は、今、このように進められています。 

→ 日常的に取り組めるもの、習慣化を図るための内容の取入れが必要です。 

→ 今後も、市町村や実践区への「チーム教振」派遣を継続するなど、県教委としても、運動の活

性化のためのさまざまな取組を進める必要があります。 

→ 目標値の設定など、可能な範囲で成果を検証できる方法を考え、実践区はもとより、県民全体

でその成果を実感しあえるようにすることが必要です。 

① 単発的・イベント的な取組が多く、日常的・継続的取組内容が少ない傾向があること 

② 活動の成果を具体的に実感しにくい傾向にあること 

③ 活動者固定化の傾向があり、なかなか広がりがみられないこと 

④ 具体的な活動の進め方の情報やアドバイスが必要であること 

【一関市舞川地区の事例】  統一教育課題： 「豊かな心に根ざした『ことば』を育む運動」 

→ 上記のような取組を通して、５者（子ども・親・教師・地域・行政）みんなが意欲と関心を持

って参加できるような県民運動的な広がりを目指します。 

 
 
 
（１）県内には、これだけの実践区（540 実践区：Ｈ20 年度）があります。 

規模分類 小学校区 中学校区 公民館区 町内会区 その他 
実数（％） 248 (46%) 76 (14%) 38 (7%) 110 (20%) 68 (13%) 

       ＊ 全体の 60％は小または中学校区であり、多くは学校に事務局があるものと考えられます。 

（２）今年度は、国の委託事業「『学びあい、支えあい』地域活性化推進事業」を活用し、市町村において

も積極的に教育振興運動の活性化に取り組んでいただくとともに、県教委から市町村や実践区に

複数回お邪魔し必要な情報提供等を行う「チーム教振」派遣事業を 8 市町村で実施しました。 
 
 

～公民館を中心として地域づくりが展開されるようになりました。～ 

［運動の特色］                                      ※「チーム教振」計４回派遣  

① 「ことばを大切にすることは、コミュニケーション力を高め、総合的な人間力を高める」という 
考え方が運動の出発点であり、目指す方向性（共通の願い）となっています。 

② 何よりもまず、「あいさつ」「テレビの視聴時間」「ゲームをする時間」「読書の時間」に関する

調査を行い、子どもたちの現状把握を行いました。このことが、取組の意識を高めています。 
③ 家庭での取組への負担に配慮して、①「あいさつ運動（おはごあことば）の展開」と②「読書

活動の推進」の２点にし、読書活動の取組では、発達段階毎に読書カードの活用による親子での

30 分間読書運動を展開するなど、取組内容の絞り込みと（手だてを明確にした）具体化を図りました。 
   ●幼稚園…「本よんでー（day）カード」（読み聞かせ） 

●小学校…「ノー（No）テレビデーカード」  
●中学校…「今日は本デーカード」 

④ 公民館が運動の推進役や調整役を担い、幼稚園、小 
学校、中学校のそれぞれの PTA が中心となって、家庭 
や学校で運動が進められました。 

⑤ この運動は、１年毎の成果をふまえながら３か年の 

スパンで計画され、３年目での定着を目指しています。  
 

     
（３）今年度の各種事業実施の結果、県全体として、次のような推進上の課題が明らかになりました。 
   
 
 
   
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

舞川公民館 （〒021-0221 一関市舞川字中里 95-1 電話 0191-28-2111） 
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県教委による主な支援 

(１)学校教育室の取組 

 ① 前掲（P2）をはじめとした主に学校に

対する支援を進めるとともに、可能な範

囲で学校のリーダーシップによる推進が

図られるよう促します。 

 ② 依頼に応じ、指導主事による教振各種

会議等において、本県（市町村）の現状

と課題の説明や提言等を行います。 

 

（2）生涯学習文化課（所管課）の取組 

 ① 共通課題の取組を中心とした広報活動 

 ② 市町村や実践区に対し、取組を進める

うえで必要な情報提供（メールマガジン

の一斉配信による方法を含む） 

 ③ 研修会の実施（実践者、担当者対象：

教育事務所毎開催） 

 ④「チーム教振」派遣による複数回の具体

的支援（８市町村程度を想定）  

⑤ 成果の検証方法や目標値の検討・提示 

 ⑥ 運動成果の総括と公表 

  ※市町村担当者のみなさんと連携・協力を図

りながら、運動の進行管理に努めます。 

 

編集・発行／岩手県教育委員会事務局 

生涯学習文化課 生涯学習振興担当 

電話 019-629-6176・FAX 629-6179 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

＊このパンフレットは、国庫委託事業：「『学びあい、支えあい』地域活性化推進事業」を活用して 30,000 部作成しています。 

そこで、来年度（H21 年度）から、「家庭学習の充実」と「読書活動の推進」を 

全県共通課題とし、県内全ての実践区で取組みます。 
 

教育振興運動の展開（例） 
目 標 

【全県共通課題】        【実践区の個別課題】 
 ●「家庭学習の充実」  ＋    ○             
 ●「読書活動の推進」      ○             
 ※必要に応じ、まなびフェストとの関連性も考慮しながら設定 

役割分担・活動展開 

【子ども】・毎日一定時間、家庭学習や読書（家読
うちどく

）に取り組む 

【親】  ・設定された時間帯は、家のテレビは消す 

     ・音読を聞いてあげたり、共に読書をしたりする 

【学校】 ・読書活動推進の取組を行う 

      ・学級ごとに家庭学習の適切な課題を継続的に与え、取組に

関する指導を行う 

【地域】 ・子どもの居場所づくりの取組（放課後子ども教室等） 

     ・スポ少や地域行事等の時間帯のあり方の検討 

【行政】 ・各実践区の取組状況の広報活動 

    ・検証のためのデータ集計等 

評価・反省 

（1）毎年実施の学習定着度状況調査による家庭学習の状況把握 

（2）毎年実施の「読書調査」による読書者や読書冊数の状況把握 

（3）その他（抽出調査） 

 ※ 全県的検証集約と実践区毎の検証集約のあり方を検討 

成果の実感・次への活動意欲 

子どもたちに関するさまざまな課題 

教育振興運動として取組む内容 学校教育として取組む内容 

課題解決の取組 ① 取組 ③ 取組 ②（全県共通課題） 


